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9 【施工における　課題・問題点　等】

　空洞化の原因として想定されたのが、ヤード沖側に設置されている重力式擁壁の目地材欠損部

等で隙間が発生し、そこからヤード内の砂が波浪の影響により吸い出されたのが原因とされた。

　そこで、当工事では空洞化対策として、重力式擁壁脇の被覆コンクリート下の地盤を砂から砕石

への置換工、被覆コンクリート端部の遮水矢板を行う工事であった。

　東側の遮水矢板（ハット型鋼矢板、L＝6.0ｍ）124枚の内、11枚目をバイブロハンマーで打設中、

地中障害物に当り、打設不可能な状態となった。

　本報告は地中障害物に対する調査・対策工について報告を行うものである。

10 【実　施　内　容】

①地中障害物の現状調査

　矢板の打設が不可能な場所をバックホウで試掘を行った所、既設の海岸コンクリートブロック

（テトラポット）と思われるものが確認された。

　そこで、東側の遮水矢板全体（Ｌ＝111.6ｍ）の障害物の有無を確認するため、矢板法線上で

3.6ｍピッチ（4枚ピッチ）に試し打ちを行た。また、障害物がある箇所は、矢板法線上から離れ

た場所まで試し打ちを行い、工区全体の障害物について現状把握を行った。

　調査の結果、遮水矢板施工区間の1/3の割合で障害物の存在が確認でき、深さは2.0ｍ～4.5ｍ

程度であった。また、矢板法線上から離れた位置では3.0ｍ程度まで障害物が確認された。

②対策工の検討

　遮水矢板の施工箇所全般で障害物の有無・深さを確認した後、対策工の検討を行った。

工法としては、下記の工法が考えられた。

1）オープン掘削による地中障害物除去　⇒　深度が深い場合、撤去できない可能性がある。

2）硬質地盤クリア工法による鋼矢板打込み　⇒　遮水矢板の規格が貧弱なため、施工不可。

3）ダウンザホールハンマー工法による障害物除去　⇒　ハンマーが障害物から逃げる懸念あり。　

4）全周回転式掘削機による地中障害物除去　⇒　撤去作業が確実に行える。

　上記の工法検討により、障害物の現状を鑑みて「全周回転式掘削機による地中障害物除去」を

選択した。

③全周回転式掘削機による地中障害物除去

　全周回転式掘削機（オールケーシング工法）で遮水矢板施工箇所の掘削・障害物除去を行い、

除去した砂で埋戻しを行う事で矢板打込み箇所の先行置換工を行った。掘削に使用したケーシン

グはΦ2000㎜を使用し、200㎜のラップ長を設けることで矢板打込み箇所全体の除去を行った。

11 【実　施　結　果】

　試し打ちによる想定通り、矢板施工箇所の各所からテトラポットのコンクリート片が除去でき

た。障害物を完全に除去できたことにより、矢板打設作業はスムーズに行えて厳しい工期であっ

たが工事を完成することができた。
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